　文化の森総合公園　　　徳島市八万町向寺山
　王子神社



　文化の森総合公園は、徳島市の中心部から南へ約５㎞、園瀬川を見下ろす緑豊かな丘陵地に位置する、自然と施設が調和した文化公園である。面積は約40㏊、中心部に各文化施設が建ち、それらを包み込むように施設と関連するテーマを持った公園や森林が広がっている。文化の森の中心となる６つの施設は、それぞれが独立した機能を果たすだけでなく、互いがつながりを持ち自然、歴史、民俗、芸術などさまざまな分野に関わる。
シンボル広場を西へ真っ直ぐに進むと図書館がある。県内全域の県民が必要とする情報、知識を提供するための資料を収集・保存し、調査相談、貸出などのサービスを行っている。シンボル広場の噴水の向かいに四施設の入っている建物がある。１階はほぼ21世紀館で、インターネットを利用した総合的な文化・学習情報システムを備え、文化の森各館が所蔵する貴重な資料及び文化の森のイベント情報などを提供している。また高度な舞台機能を備えたイベントホールがある。１０００人収容の全天候型野外劇場「すだちくん森のシアター」も含まれる。２階には近代美術館、博物館、鳥居龍蔵記念博物館がある。近代美術館は豊かな人間性を育む鑑賞の場、創造の場、学習の場として、県民が自由に参加できる施設である。現代美術の動向を国際的視野に立って把握できるよう、国内外の優れた絵画、彫刻、版画などを中心に収集している。博物館は、自然（動物・植物・地学）と人文（考古・歴史・民俗・美術工芸）の７分野をあわせもつ総合博物館である。鳥居龍蔵記念博物館は人類学・考古学・民俗学研究の先駆者である鳥居龍蔵の生涯と業績を顕彰する博物館である。
文書館はシンボル広場から東へケヤキ並木の緩やかな坂道を少し進むと見えてくる。旧県庁舎の建材で再現された重厚な建物である。散逸のおそれのある民間の古文書、徳島県の行政機関が作成した公文書・行政資料などを収集・整理・保存している。
　野外劇場から階段を登ると知識の森に至る。広大な自然に囲まれた芝生広場や遊具エリアがある。春は桜の名所として知られ、高台から市街地を一望できる散策路も整備されている。文書館横の登山口から県民の森を抜けて、あづり越えを越えて最高標高２３０ｍの稜線を歩いてとくしま植物園までの約５㎞は「文化の森縦走路」と呼ばれている。文化の森周辺の自然を満喫できる手軽な登山ルートとして親しまれている。
　王子神社は文化の森総合公園内、図書館の右手に位置し、６０段ほどの階段を登ったところにある。通称「猫神さん」。願い事を叶えてくれる猫神さんと親しまれ、合格祈願、開運、良縁、商売繫盛の神様として、多くの御崇敬を集めている。境内には撫でることで願いが叶うと言われる猫の石像や、可愛い本物の猫たちも。全国から猫好きが集まるパワースポットである。
　アクセス　JR徳島駅から市営バス「文化の森」行き終点で下車徒歩１分。
徳島ICから車で約２０分。駐車場有（無料）　　　　　　　　　　　（鈴木和恵）





